
                                                

                                                

                                                

                                                

祝
日
の
可
燃
ご
み
収
集

　

9
月　

日（
敬
老
の
日
の
振
替
休
日
）

16

＝
収
集
し
ま
す
▼
9
月　

日
（
秋
分
の

23

日
）
＝
休
み
ま
す　

お
尋
ね
＝
市
ク

リ
ー
ン
推
進
課
（
�
�
2
4
2
8
）

町
内
会
、
子
ど
も
会
な
ど
の
集
団
資

源
回
収
報
奨
金
の
申
請

　

平
成　

年
度
前
期
分（
4
〜
9
月
分
）

14

を
、
業
者
か
ら
の
引
き
取
り
証
明
書
を

添
付
し
て
申
請
を　

受
付
期
限
＝　

月
10

　

日　

受
け
付
け
＝
稲
荷
町
・
市
ク

10リ
ー
ン
推
進
課
、
大
塔
町
・
東
部
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　

お
尋
ね
＝
同
課

業
務
を
委
託
（
平
成　

年
度
）

14

　
【
と
畜
場
使
用
料
・
冷
蔵
庫
使
用
料
、

と
畜
検
査
手
数
料
の
徴
収
】
佐
世
保
食

肉
セ
ン
タ
ー
（
株
）
へ

海
上
タ
ク
シ
ー
行
為
に
も
海
上
運
送
法

が
適
用
さ
れ
ま
す

　

人
を
運
ぶ
す
べ
て
の
船
舶
運
航
業
者

は
、
海
上
運
送
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

所
要
の
手
続
き
を　

お
尋
ね
＝
佐
世
保

海
事
事
務
所
監
理
課（
�
�
6
1
6
5
）

平
成　

年
度
新
入
学
児
童
の
健
康
診
断

15

　

対
象
＝
平
成
8
年
4
月
2
日
〜
同
9

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん　

※

　

月
1
日
現
在
の
住
民
登
録
を
基
に
は

10が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す　

お
尋
ね
＝

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

有
害
図
書
の
追
放
を

　

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
目
的
に
、

わ
い
せ
つ
な
雑
誌
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
回

収
す
る
「
白
ポ
ス
ト
」
を
佐
世
保
駅
前
、

島
瀬
児
童
公
園
な
ど
市
内　

カ
所
に
設

10

置
し
て
い
ま
す　

お
尋
ね
＝
市
青
少
年

教
育
セ
ン
タ
ー
（
�
�
0
7
8
1
）　

住
宅
用
地
な
ど
の
申
告
を

　

▽
住
宅
用
地
の
申
告　

居
住
用
家
屋

の
敷
地
は
非
住
宅
用
地
に
比
べ
、
特
例

措
置
で
固
定
資
産
税
が
安
く
な
り
ま
す

対
象
＝
家
屋
の
新
築
、
解
体
な
ど
で
用

途
の
変
更
が
あ
っ
た
人
▽
家
屋
滅
失
申

告　

対
象
＝
災
害
な
ど
で
家
屋
の
一
部

ま
た
は
全
部
を
取
り
壊
し
た
人　

申
告

先
＝
市
役
所
資
産
税
課　
　
　
　
　
　

　
不
動
産
取
得
税
の
軽
減

　

条
件
に
よ
り
、
土
地
、
家
屋
を
取
得

し
た
場
合
の
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す　

お

尋
ね
＝
県
税
事
務
所（
�
�
4
2
1
1
）

9
月
は
固
定
資
産
税
第
3
期
分
・
国

民
健
康
保
険
税
第
4
期
分
の
納
付
月

　

納
付
に
は
便
利
な
納
税
組
合
か
口
座

振
替
の
ご
利
用
を
。
口
座
振
替
の
手
続

き
は
納
付
書
、
通
帳
、
通
帳
印
を
持
参

し
て
金
融
機
関
か
市
役
所
納
税
課
、
各

支
所
で　

お
尋
ね
＝
市
役
所
納
税
課

簡
易
保
険
、
郵
便
貯
金
の
積
立
金
で

公
共
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た

　

平
成　

年
度
は
次
の
事
業
に
還
元
融

13

資
さ
れ
ま
し
た　

簡
易
保
険
積
立
金
＝

市
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
情
報
シ
ス
テ
ム
整

備
▼
林
道
高
島
線
舗
装
▼
学
校
改
築
事

業
（
春
日
小
給
食
室
、
宮
小
・
黒
髪
小
・

中
里
中
プ
ー
ル
、
早
岐
小
・
相
浦
小
・

福
石
中
屋
内
運
動
場
）　

郵
便
貯
金
積

立
金
＝
農
免
農
道
整
備
の
県
営
事
業
負

担
金
（
三
川
内
3
期
、
木
原
2
期
、
針
尾
、

針
尾
2
期
地
区
）▼
山　

黒
髪
町
線（
3

工
区
）
道
路
改
築
▼
港
湾
改
修
（
重
要
）

（
三
浦
、
大
崎
、
横
瀬
、
寄
船
、
相
浦
、

轟
地
区
）
▼
海
岸
（
高
潮
）（
日
野
、
横

瀬
地
区
）
▼
船
越
地
区
海
岸
（
局
改
）

▼
港
湾
環
境
整
備
（
轟
、
三
浦
地
区
）

▼
三
浦
地
区
岸
壁
等
整
備
の
国
直
轄
事

業
負
担
金　

お
尋
ね
＝
市
役
所
財
政
課

公
証
役
場
を
ご
存
じ
で
す
か

　
　

月
1
〜
7
日
は
公
証
週
間
で
す
。

10
公
証
役
場
で
は
、
契
約
や
遺
言
の
証
書

作
成
、
会
社
の
定
款
認
証
な
ど
を
行
い

ま
す
。
定
期
借
家
契
約
や
任
意
後
見
契

約
の
証
書
も
作
成
し
ま
す　

お
尋
ね
＝

佐
世
保
公
証
役
場（
�
�
6
0
8
1
）　

　
　
　
　
　
　
　

国
民
健
康
保
険
税
は
納
期
内
に
納
め

ま
し
ょ
う

　

国
民
健
康
保
険
は
加
入
者
が
安
心
し

て
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
保
険
税

を
出
し
合
い
助
け
合
う
制
度
で
す
。
保

険
税
を
長
期
間
滞
納
す
る
と
保
険
証
の

有
効
期
間
が
短
く
な
っ
た
り
、
診
療
費

を
一
時
的
に
全
額（　

割
）自
己
負
担
し

10

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

お
尋
ね
＝
市
役
所
国
民
健
康
保
険
課

交
通
事
故
な
ど
に
遭
っ
て
国
民
健
康

保
険
で
治
療
す
る
と
き
は

　

交
通
事
故
に
遭
っ
た
り
、
飼
い
犬
に

か
ま
れ
た
り
、
傷
害
な
ど
の
場
合
は
、

医
療
機
関
に
そ
の
旨
を
伝
え
、
警
察
で

人
身
事
故
扱
い
の
証
明
書
を
も
ら
い
、

国
民
健
康
保
険
課
へ　

お
尋
ね
＝
同
課

社
会
保
険
事
務
所
で
戸
別
訪
問
な
ど

を
実
施

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
の
人

な
ど
に
電
話
し
た
り
、
国
民
年
金
推
進

員
が
訪
問
し
て
ご
相
談
に
応
じ
た
り
し

て
い
ま
す　

※
個
人
情
報
を
聞
き
出
す

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
な
問
い
合

わ
せ
に
は
ご
注
意
を　

お
尋
ね
＝
佐
世

保
社
会
保
険
事
務
所（
�
�
1
1
4
8
）

　
　
　
　
　

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
を
名
乗
っ
た

不
審
電
話
に
ご
注
意
を

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
不
特
定

多
数
の
市
民
を
対
象
と
し
た
、
家
族
構

成
な
ど
の
個
人
情
報
に
関
す
る
電
話
で

の
調
査
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん　

お
尋
ね

＝
同
協
議
会
（
�
�
3
1
7
4
）

戸
籍
な
ど
の
交
付
申
請
は
休
日
夜
間

申
請
受
付
ボ
ッ
ク
ス
で
も
ど
う
ぞ

　

設
置
場
所
＝
市
役
所
前
、
各
支
所
、

島
瀬
町
警
察
官
連
絡
所
横　

申
請
で
き

る
も
の
＝
住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
謄
抄

本　

申
請
で
き
る
人
＝
申
請
し
よ
う
と

す
る
も
の
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人　

お

尋
ね
＝
市
役
所
戸
籍
年
金
課　
　
　
　

お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
ら
誕
生
祝
い

金
、
記
念
品
の
申
請
を

　

▽
誕
生
祝
い
金（
2
万
円
）　

対
象
＝

本
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録

さ
れ
て
い
る
、
第
3
子
以
降
の
子
を
出

産
し
た
母（
同
一
の
母
）　

申
請
期
間
＝

新
生
児
の
誕
生
か
ら
６
カ
月　

▽
誕
生

記
念
品（
ア
ル
バ
ム
）　

対
象
＝
本
市
に

住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
さ
れ
て

い
る
人
の
新
生
児　

申
請
期
間
＝
新
生

児
の
誕
生
か
ら
1
年　

申
請
先
、
お
尋

ね
＝
市
役
所
戸
籍
年
金
課
、
各
支
所　

　
違
法
な
貸
金
業
者
に
ご
用
心

　

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
広
告
や
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
な
ど
を
見
て
、
連
絡
先
が
携
帯

電
話
で
あ
る
無
登
録
の
貸
金
業
者
か
ら

借
り
入
れ
、
違
法
な
高
金
利
を
請
求
さ

れ
る
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す　

お
尋

ね
＝
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
�
�
2

5
9
1
）

戦
没
者
追
悼
式

　

と
き
＝　

月　

日　

時　

と
こ
ろ
＝

10

11

10

東
公
園
（
旧
海
軍
墓
地
）　

※
小
雨
で
も

決
行　

お
尋
ね
＝
市
役
所
市
民
生
活
課

恩
給
欠
格
者
に
内
閣
総
理
大
臣
の
書

状
な
ど
を
贈
呈

　

対
象
＝
外
地
勤
務
の
経
験
が
あ
り
、

加
算
年
を
含
む
在
職
年
が
3
年
以
上
、

ま
た
は
在
職
年
が
3
年
未
満
で
実
職
年

が
1
年
以
上
の
人
▼
内
地
勤
務
経
験
だ

け
で
加
算
年
を
含
む
在
職
年
が
3
年
以

上
、
ま
た
は
在
職
年
が
3
年
未
満
で
実

在
職
年
が
1
年
以
上
の
人
▼
恩
給
欠
格

者
の
遺
族　

お
尋
ね
＝
市
民
生
活
課

　
　
　

9
月　

日
は
「
下
水
道
の
日
」

10

　

9
月
4
〜　

日
に
未
水
洗
家
屋
の
実

10

態
調
査
、
水
洗
化
促
進
の
呼
び
掛
け
な

ど
を
行
い
ま
す
。
下
水
道
の
普
及
促
進

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を　

お
尋
ね
＝
水

道
局
下
水
道
管
理
課（
�
�
1
1
5
1
）

9
月
は
「
障
害
者
雇
用
促
進
月
間
」

　

従
業
員　

人
以
上
の
企
業
で
は
一
・

56

八
％
以
上
の
割
合
で
障
害
者
を
雇
用
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん 
。
事
業
主
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
。
障
害

者
の
雇
用
に
は
助
成
金
制
度
が
あ
り
ま

す　

お
尋
ね
＝
佐
世
保
公
共
職
業
安
定

所
（
�
�
8
6
0
9
）  

　
　佐

世
保
を
舞
台
に
N
H
K
「
中
学
生

日
記
」
を
放
映

　

愛
宕
中
学
校
な
ど
を
舞
台
に
市
内
の

中
学
生
を
は
じ
め
市
民
が
出
演
し
ま
す

放
映
日
時
＝
総
合
9
月　

日
8
時　

分
、

15

25

教
育（
再
）同　

日　

時　

分　

お
尋
ね

22

18

25

＝
さ
せ
ぼ
塾
事
務
局（
�
�
9
9
1
5
）

　
　
　
　
　
　

佐
世
保
駅
周
辺
事
業
用
地
説
明
ビ
デ

オ
を
お
貸
し
し
ま
す

　

内
容
＝
再
開
発
地
区
の
民
間
活
用
予

定
地
に
つ
い
て
、
分
譲
の
考
え
方
や
分

譲
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど　

貸
し
出
し
場

所
＝
市
役
所
企
画
調
整
課
と
行
政
資
料

閲
覧
コ
ー
ナ
ー
、
市
港
湾
部
計
画
課
、

佐
世
保
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
務
所
、

市
立
図
書
館　

お
尋
ね
＝
企
画
調
整
課

佐
世
保
・
北
松
若
人
の
集
い
一
泊
旅

行
参
加
者

　

内
容
＝
佐
世
保
市
、
北
松
七
町
の
青

年
農
業
者
と
の
交
歓
会　

と
き
＝　

月
10

　

〜　

日　

行
き
先
＝
熊
本
県
阿
蘇
山

19

20

対
象
＝　

歳
以
上
の
独
身
女
性
、　

歳

23

25

以
上
の
独
身
男
性
で
市
内
在
住
の
農
業

従
事
者　

定
員
＝
先
着
各
5
人　

参
加

料
＝
女
性
五
千
円
、
男
性
七
千
円　

お

尋
ね
＝
市
農
業
委
員
会
事
務
局

※市役所各課へは代表電話� 1111からお回しします

人権シリーズ
　人権教育のための国連 10年・佐世保市行
動計画⑨原爆被害者に関する問題
　原爆被害者は原爆の放射線による健康被
害を受けているという理由で、本人や子孫
に対する差別や偏見が存在しています。
　本市でも、原爆被害者への保健・福祉・
医療の総合的な援護対策の充実を図り、偏
見や差別を無くすための教育の充実に努め
ていきます。
■お尋ね　市役所同和対策室

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

�

�

人も社会も「ゆとり休暇」
でもっと元気に
　有給休暇の長期取得など「ゆとり
休暇」の実現は、個人にはリフレッ
シュを、社会的には個人消費拡大に
よる景気回復や地域活性化をもた
らすなど、豊かで暮らしやすい日本
を築くことにつながります。
　有給休暇を 100％活用して「ゆと
り休暇」を取りましょう。

■お尋ね　市役所観光課

募

集

募　

集

▲誕生記念品（アルバム）

2002.9




